








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































民主 自民 自民 自民
自由
自由 民 自 自由 吉自























革新 社会 社会 社会
共産 共産 共産
労農





















































































































































































































































































































歴代総理大臣 (第3次)鳩 山 石 橋 (第1次)岸一 (第1次)池 田
成 立 年 月 日 5:30.11.22 一 S.31.1.23 S.32.2.25 5.35.7.19
総 選 挙 回 次 28回 29回




鳩山 石橋 岸 池田b
旧 民 主 党 系a 岸 1 松村(三木) 一 佐藤 佐藤
㌦ 松村(三木) 大野 大野 一a 岸幅 田・川島)一
1 石井 河野 → 藤山
r 大野 → 池田 池田 石井




佐藤 石橋.石 田 河野丶 レ →
1




総 選 挙 直 後 の 派 閥 を 中 心 に み た も の で あ る。
「朝 日新 聞 、 昭 和33 .5.27,35.11.22,38.11.23,42.1.31,44.12.30,
図11!
韓 一姻 貅 詭r蘊 輜 図曁
第1表 自民党内の派閥の系譜
一
`第2次)池 田 (第3次)池 田 (第1次)佐 藤 (第3次)佐 藤 (第1次)田 中
5.35.12.8 5.38.12.9 5.39.11.9 5.42.2.17
5.47.7.7
!






池田 池田 佐藤 佐 藤(田 中保利)
レ 田中
i




!丶 レ 船田 り 鴇 三木rh一 冂 町 → 大平
三木 三木(松 村).
一 一!丶レ 村上 中曽根 中曽根
大野 川島 「 柚 三木 福田 三木
藤山 藤山 ハ 森(松 田・園田)　 幣 川島(椎名)
5
椎名丶 一
川島 佐藤 岬ρ 雫 一, 川島 園田厂 屮 四 水田、 一一　
石井 岸(福 田) ㌣ 石井 石井 船田
石 井 . → 前尾 船田 一 石井
嚇 藤叫 村 上(水 甲)、
圃Ψ





4.12.ユ2.51.12.7t54..10.9,55..合.24B付 か ら作 成 。
〆
三 .木 福 田 (第1次)大 平 (第2次)大 平 鈴 木
5.49.12.9 5.51.12.24 5.53.12.7 5.54.11.9 5.55.7.Z9
34回 35回 36回
5.51.12.5 5.54.10.7 5.55.:6.22
三木 福田 大平 大平 鈴木》
福田
甲中 田中 田中 田中
田中 大平 福田 福田 福田
大平 中曽根 中曽根
冖
中曽根 中 曽根 『















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































㊧ 鈴 木 派
福 田 派
田 中 派




















































㊧ 無 派 閥
中曽根派













鬱 福 田 派
㊧ 鈴 木 派
無派閥
㊧ 河 本 系
鈴 木 派
派閥の大臣;r,°ス ト獲得数、鈴木派5、 福田派4、 田中派3、 中曽根派2、 河本派2、 申川派1、
無派閥4。 政務次官 ポス ト獲得数、鈴木派4、 福田派7、 田申派3、 申曽根派4、 河本派3、 無
派閥3。
出所;『 朝 日新聞」昭和55年6月24日 付 夕刊。別刷 「国会便覧」第三集、昭和56年3月 、 日本政
経新聞社。 「日本の国会』、昭和56年2月 、国会図書刊行会。
第4表 衆議院および参議院常任委員会委員長の所属派閥(1980.7.… 現在)
衆 識 院 1 参 議 院
























山 下 徳 夫
奥 田 敬 和
綿 貫 民 輔
田 辺 国 男
野 中 寞 二
小比木彦三郎
佐 藤 守 良
稲 村 利 幸
中 村 弘 梅
山 崎 平八郎
小 山 長 規
国 場 幸 昌
山 下 元 利






































亀 長 友 義
鈴 木 一 弘
降 矢 敬 義
片 山 甚 市
秦 野 章
中 村 太 郎
井 上 吉 夫
金 丸 三 郎
黒 柳 明
福 岡 知 之
宮之原 貞 光
木 村 陸 男
野 田 哲
桧 垣 徳太郎
小 澤 太 郎
自 民1鈴 木 派.
自 民 河 本 系
公 明
自 民 福 田 派
社 会
自 民 田 中 派
自 民 田 中 派
欄
自 民 、 田 中 派`

















委員 長 ポ ス ト獲 得 数、 田 申派10(衆6、 参4)、 福 田 派7(4、3)中 曽根 派3(2、1)、 鈴 木 派2
(1丶1)、 河 本派3(2、1)、 中 川派1(1、0)、 無派 閥2(2、0)、 社 会 党(0、4)、 公 明 党
2(0、2)、 計34(18、16)。
.出 所;別 刷 『国 会 便 覧 」、 第 三 集 、 昭和56年3月 、 日本 政 経新 聞社 。 以 下第6表 まで 同 じ。














久 野 忠 治
森 中 守 義
井 上 泉
田 中 昭 等
小 沢 貞 孝



















降 員 劇 吹 剰 派 閥 費
広 田 幸 一
鳩 山 威一郎
.太 田 淳 夫























































































































































































































鈴 木 善 幸
西 村 英 一
桜 内 義 雄





総 務 会 長
政務調査会長
の
た
め
に
利
用
し
、
派
閥
は
そ
の
勢
力
拡
大
の
た
め
に
構
成
員
を
利
用
す
る
。
つ
ま
り
、
政
権
獲
得
な
い
し
維
持
を
ね
ら
う
派
閥
の
領
袖
の
最
大
の
関
心
事
は
自
ら
の
派
閥
の
構
成
員
の
獲
得
、
ポ
ス
ト
の
獲
得
、
資
金
の
獲
得
で
あ
り
、
個
々
の
構
成
員
は
当
選
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
ま
た
議
員
と
し
て
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
に
し
、
大
臣
や
党
の
役
職
に
就
く
た
め
に
、
有
利
な
派
閥
を
選
ん
で
所
属
し
、
そ
の
派
閥
と
領
袖
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
議
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
立
候
補
す
る
以
前
に
す
で
に
い
ず
れ
か
の
派
閥
に
接
触
し
、
そ
の
派
閥
を
通
し
て
党
の
公
認
を
得
て
、
党
と
派
閥
の
領
袖
と
の
両
方
か
ら
選
挙
資
金
を
調
達
(
20
)
 し
、
選
挙
の
応
援
演
説
な
ど
の
協
力
を
請
う
。
当
選
後
は
各
派
閥
内
で
制
度
化
さ
れ
て
い
る
順
序
.
序
列
に
組
み
込
ま
れ
、
大
臣
の
椅
子
の
ま
わ
っ
て
く
る
の
を
待
政
党
に
お
け
る
派
閥
の
存
在
形
態
(
21
)
つ
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
自
民
党
に
お
け
る
派
閥
の
形
成
要
因
あ
る
い
は
再
生
産
要
因
を
あ
げ
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
、
昭
和
三
十
年
十
一
月
の
自
由
党
と
民
主
党
の
保
守
合
同
の
際
、
自
由
党
は
吉
田
茂
、
大
野
伴
睦
、
石
井
光
次
郎
な
ど
、
民
主
党
は
鳩
山
一
郎
、
岸
信
介
、
松
村
謙
三
な
ど
と
い
う
分
流
を
含
ん
で
い
た
こ
と
、
二
、
党
人
派
と
官
僚
派
の
区
別
が
あ
る
こ
と
、
三
、
衆
議
院
が
中
選
挙
区
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
、
四
、
多
額
の
選
挙
資
金
、
政
治
資
金
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
五
、
総
裁
選
挙
が
あ
る
こ
と
、
六
、
派
閥
の
勢
力
に
見
合
っ
て
ポ
ス
ト
が
配
分
さ
れ
る
こ
と
、
七
、
政
策
全
般
に
関
し
て
オ
ー
ル
ド
ラ
イ
ト
・
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ト
、
タ
カ
派
.
ハ
ト
派
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
と
り
わ
け
支
配
的
な
要
因
は
ポ
ス
ト
と
政
治
資
金
の
問
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
ポ
ス
ト
と
派
閥
と
の
関
連
を
中
心
に
み
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
う
少
し
視
角
を
広
げ
て
派
閥
の
保
守
政
権
と
し
て
の
自
民
党
に
果
す
機
能
も
み
て
お
こ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
民
党
の
派
閥
の
性
格
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
石
田
雄
は
派
閥
の
機
能
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「派
閥
は
、
ω
そ
の
構
成
員
に
選
挙
資
金
そ
の
他
『餅
代
』
な
ど
日
常
的
に
地
盤
育
成
に
必
要
な
資
金
を
提
供
し
、
②
選
挙
に
際
し
、
公
認
候
補
を
決
め
る
際
に
構
成
員
の
利
益
を
は
か
り
、
圖
選
挙
運
動
に
際
し
て
派
閥
首
脳
の
応
援
演
説
等
に
よ
る
援
助
を
行
な
い
、
㈲
大
臣
、
国
会
役
職
あ
る
い
は
党
役
員
の
地
位
に
対
し
て
派
閥
員
を
推
薦
し
、
㈲
派
閥
構
成
員
が
陳
情
者
の
要
求
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
然
る
べ
き
影
(
2
)
響
を
与
え
る
、
な
ど
で
あ
る
」
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
機
能
は
派
閥
の
構
成
員
に
対
す
る
機
能
で
あ
る
。
自
民
党
に
と
っ
て
の
派
閥
の
機
能
を
考
え
る
ば
あ
い
、
四
九
社
会
学
部
論
叢
池
田
勇
人
政
権
の
も
と
で
、
党
幹
事
長
を
つ
と
め
た
前
尾
繁
三
郎
が
、
池
田
か
ら
佐
藤
栄
作
へ
の
政
権
リ
レ
…
が
成
っ
た
時
に
語
っ
た
「保
守
政
権
は
時
計
の
振
り
子
の
よ
う
に
左
右
に
揺
れ
な
が
ら
前
進
し
て
ゆ
く
。
右
に
揺
れ
す
ぎ
た
ら
左
に
揺
り
戻
し
、
左
に
揺
れ
た
ら
ま
た
右
に
戻
る
。
い
ま
は
ち
ょ
う
ど
右
に
揺
り
戻
す
と
き
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
き
わ
め
て
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
保
守
政
権
の
維
持
・
存
続
の
た
め
に
硬
軟
・
左
右
の
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
の
(
23
)
派
閥
を
常
に
党
内
に
置
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
M
.
デ
ュ
ベ
ル
ジ
(
24
)
ユ
の
い
う
「
主
流
派
に
対
す
る
少
数
分
子
に
よ
る
不
断
の
監
視
」
と
と
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
ま
た
党
内
の
派
閥
間
で
の
政
権
の
た
ら
い
回
し
ー
こ
れ
は
野
党
の
非
力
さ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
が
ー
と
も
と
れ
る
。
独
裁
主
義
的
な
ワ
ン
マ
ン
党
首
を
抱
く
総
裁
派
閥
を
他
の
主
流
派
閥
や
反
主
流
派
閥
が
監
視
す
る
と
い
う
意
味
合
い
で
派
閥
の
順
機
能
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
順
機
能
も
自
民
党
と
い
う
器
の
な
か
で
の
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
本
来
、
こ
の
機
能
は
他
の
政
党
や
国
民
に
帰
属
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
自
民
党
内
で
の
政
権
の
や
り
取
り
は
、
党
外
の
者
の
目
に
は
政
権
の
た
ら
い
回
し
と
映
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
外
部
か
ら
は
、
政
治
的
ク
リ
ー
ク
(
派
閥
)
の
関
心
は
、
党
中
の
党
(f
a
c
t
io
n
s
)
の
個
人
間
の
関
係
、
党
ー
内
-
党
中
党
(
f
a
c
tio
n
s
-
w
it
h
in
-
a
-
f
a
c
tio
n
)
の
相
互
関
係
、
党
中
党
相
互
間
の
け
ん
か
、
に
よ
っ
て
占
(
25
)
め
ら
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
」
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
党
外
の
者
に
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
よ
う
と
も
、
自
民
党
は
保
守
政
権
を
守
る
た
め
に
、
党
の
分
裂
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
各
派
閥
の
間
の
緊
張
を
最
少
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
、
党
内
で
政
権
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。
特
に
、
派
閥
間
で
の
閣
僚
の
人
数
的
バ
ラ
ン
五
〇
ス
と
そ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
各
派
閥
の
不
満
を
抑
え
、
党
の
凝
集
力
を
高
め
、
延
い
て
は
保
守
政
権
の
維
持
・
存
続
に
有
効
に
作
用
す
る
。
派
閥
間
の
勢
力
関
係
に
大
い
に
影
響
さ
れ
て
総
裁
、
つ
ま
り
総
理
大
臣
が
誕
生
す
る
の
で
あ
る
が
、
国
民
は
総
理
大
臣
が
代
わ
る
た
び
に
あ
る
種
の
期
待
を
も
つ
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
(
26
)
な
国
民
の
期
待
は
実
は
幻
想
に
し
か
過
ぎ
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
自
民
党
が
政
権
獲
得
を
め
ざ
す
複
数
の
派
閥
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
派
閥
間
の
力
関
係
か
ら
権
力
配
分
を
め
ぐ
る
取
り
ひ
き
が
国
民
の
目
の
と
ど
か
な
い
と
こ
ろ
で
行
な
わ
れ
不
合
理
な
妥
協
が
生
ま
れ
る
こ
と
、五
年
、
一
〇
年
先
と
い
う
長
期
的
な
政
策
が
な
い
こ
と
、
閣
僚
の
不
適
材
不
適
所
が
生
ま
れ
る
こ
と
、
政
策
。
行
政
上
の
実
権
が
官
僚
に
掌
握
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
な
ど
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
面
を
も
ぞ
い
菊
自
民
党
は
「派
閥
あ
っ
て
政
党
な
し
」
と
か
、
「派
閥
暮
体
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
党
の
構
成
上
の
性
格
と
と
も
に
、
こ
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
(
28
)
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
五
自
民
党
の
派
閥
が
ポ
ス
ト
獲
得
に
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
を
中
心
に
し
て
み
て
き
た
が
、
ま
だ
つ
ぎ
の
よ
う
な
考
察
す
べ
き
多
く
の
問
題
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。
派
閥
の
歴
史
的
背
景
、
派
閥
の
存
在
の
諸
条
件
、
派
閥
の
内
部
構
造
、
派
閥
の
領
袖
の
経
歴
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、
派
閥
構
成
員
の
社
会
的
属
仙比
、
閨
閥
と
の
関
係
、
政
策
集
団
と
の
関
係
、
財
界
や
官
界
と
の
関
係
、
他
の
野
党
の
派
閥
と
の
比
較
、
諸
外
国
の
政
党
と
の
比
較
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
を
期
す
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
取
り
あ
げ
た
問
題
に
つ
い
て
一
応
つ
ぎ
の
よ
う
に
整
理
し
て
置
く
こ
と
に
す
る
。
自
民
党
の
派
閥
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
取
り
あ
げ
ら
れ
る
有
名
な
言
葉
が
あ
る
。
「派
閥
解
消
は
天
の
声
で
あ
る
。
身
を
も
っ
て
そ
の
弊
害
除
去
に
当
り
た
い
」
と
い
う
岸
信
介
の
言
葉
(昭
和
三
十
三
年
六
月
、
自
民
党
代
議
士
会
に
て
)
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
保
守
合
同
以
前
・
以
後
を
通
し
て
常
に
派
閥
は
存
在
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
日
本
社
会
の
集
団
、
組
織
体
の
構
成
上
の
特
質
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
本
稿
で
み
て
き
た
権
力
追
求
指
向
の
一
つ
の
現
象
と
し
て
の
ポ
ス
ト
獲
得
へ
の
指
向
で
あ
る
。
派
閥
を
通
し
て
ポ
ス
ト
を
配
分
す
る
こ
と
は
各
派
閥
お
よ
び
そ
の
所
属
議
員
の
緊
張
関
係
お
よ
び
緊
張
感
を
緩
和
す
る
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
主
流
派
閥
と
反
主
流
派
閥
が
あ
た
か
も
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
二
大
政
党
体
系
に
も
似
た
機
能
を
果
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「権
力
の
相
対
的
集
中
に
よ
る
有
効
性
と
さ
ま
ざ
ま
の
供
給
源
か
ら
の
支
持
の
と
り
つ
け
と
の
一
定
の
バ
ラ
ン
ス
を
可
齷
に
し
て
い
る
・
言
わ
ば
・
保
守
支
配
を
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と
な
く
政
権
担
当
者
を
交
代
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
保
守
政
権
振
り
子
論
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
自
民
党
を
維
持
.
存
続
さ
せ
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
政
権
担
当
者
の
交
代
の
た
び
に
国
民
に
新
た
な
期
待
を
抱
か
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
き
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
前
述
し
た
日
本
社
会
の
集
団
、
組
織
体
の
構
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
構
成
員
の
権
力
追
求
指
向
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
、
こ
こ
で
取
り
あ
げ
た
自
民
党
の
み
な
ら
ず
、
他
の
集
団
、
組
織
体
に
お
い
て
も
派
閥
は
存
在
し
続
け
る
と
言
え
よ
う
。
政
党
に
お
け
る
派
閥
の
存
在
形
態
註
(
　
)
P
a
s
s
in
,
H
e
r
b
e
r
t
,
1
9
6
8
,
"
J
a
p
a
n
e
s
e
S
o
c
ie
t
y
,
"
S
ill
s
,
D
.
L
.
(e
d
)
,
I
n
te
r
n
a
t
io
n
a
l
E
n
c
y
c
l
o
p
e
d
i
a
o
f
S
o
c
i
a
l
S
c
i
e
n
c
e
s
,
v
o
l
.
8
,
T
h
e
M
a
c
-
m
il
l
a
m
C
o
m
p
a
n
y
　
T
h
e
F
r
e
e
P
r
e
s
s
,
p
p
.
2
4
5
-
6
.
(
2
)
浜
口
恵
俊
編
著
、
一
九
七
九
、
「
日
本
人
に
と
っ
て
キ
ャ
リ
ア
ー
と
は
i
人
脈
の
な
か
の
履
歴
」
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
七
一
～
四
頁
。
(
3
)
川
島
武
宜
、
一
九
四
六
、
「
日
本
社
会
の
家
族
的
構
成
」
、
『
中
央
公
論
」
、
六
月
号
。
後
に
、
「
日
本
社
会
の
家
族
的
構
成
」
所
収
、
一
九
五
〇
、
日
本
評
論
社
、
三
～
二
五
頁
。
(
4
)
大
塚
久
雄
、
一
九
八
一
、
「
隣
人
と
は
誰
か
ー
『
内
と
外
の
区
別
を
め
ぐ
っ
て
』
-
」
、
中
根
千
枝
・
山
本
七
平
・
大
塚
久
雄
他
著
、
『
日
本
人
と
隣
人
」
、
日
本
Y
M
C
A
同
盟
出
版
部
、
七
一
頁
。
(
5
)
大
塚
久
雄
、
同
右
、
七
八
～
九
頁
。
(
6
)
R
.
K
。
マ
ー
ト
ン
著
、
19
9
(r
e
v
ise
d
19
5
7
)
,S
o
cia
l
T
h
eo
r
y
a
n
d
S
oc
ia
l
S
tr
u
c
tu
r
e
,
森
東
吾
・
森
好
夫
・
金
沢
実
・
中
島
竜
太
郎
訳
、
一
九
六
一
、
「
社
会
理
論
と
社
会
構
造
」
、
み
す
ず
書
房
、
四
六
頁
。
(
7
)
対
馬
貞
夫
に
よ
る
こ
の
派
と
閥
と
の
概
念
的
区
別
は
か
れ
の
閥
の
定
義
か
ら
演
繹
的
に
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
つ
ぎ
に
そ
の
定
義
を
あ
げ
て
お
く
。
「
な
ん
ら
か
の
組
織
体
に
お
い
て
、
所
与
の
組
織
体
成
員
が
、
組
織
体
内
部
あ
る
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
い
は
外
部
の
な
ん
び
と
か
に
た
い
し
、
面
識
の
有
無
ま
た
は
そ
の
程
度
を
と
わ
ず
、
な
ん
ら
か
の
他
の
集
団
も
し
く
は
集
体
に
お
け
る
既
存
の
共
-
成
員
関
係
を
も
つ
こ
と
の
ゆ
え
に
、
成
員
資
格
授
受
な
い
し
は
処
遇
に
か
ん
し
、
そ
れ
に
直
接
か
か
わ
り
の
あ
る
条
件
(あ
る
い
は
諸
条
件
)
f
と
り
わ
け
適
合
的
な
資
質
・
能
力
・
業
績
の
水
準
i
の
具
備
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
選
択
も
し
く
は
排
他
的
な
恩
恵
を
あ
た
え
る
ば
あ
い
、
そ
れ
を
閥
的
行
為
と
い
う
」
(対
馬
貞
夫
、
一
九
五
九
、
「組
織
体
に
お
け
る
閥
の
問
題
-
試
論
的
考
察
」、
新
明
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
、
「
社
会
学
の
問
題
と
方
法
」
(新
明
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
)
、
有
斐
閣
、
一
九
五
～
五
一
社
会
学
部
論
叢
六
頁
)
。
派
と
閥
と
の
概
念
的
区
別
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
～
八
頁
。
(
8
)
間
場
寿
一
は
、
政
党
に
お
け
る
資
源
を
物
質
的
利
害
(権
力
・
財
力
)
と
精
神
的
利
害
(
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
義
理
人
情
)
と
に
分
け
て
い
る
が
(間
場
寿
一
、
一
九
六
四
、
「
政
党
組
織
の
分
析
視
角
」
、
『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
」
、
三
五
・
六
号
合
併
号
、
社
会
学
研
究
会
、
三
二
二
頁
)
、
現
実
の
自
民
党
内
で
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
問
の
対
立
は
後
退
し
、
人
事
を
通
し
た
権
力
の
奪
い
合
い
が
実
際
で
あ
る
。
党
内
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
聞
の
対
立
そ
れ
自
体
は
、
先
に
あ
げ
た
派
閥
の
規
定
か
ら
み
て
派
閥
で
は
な
い
。
(
9
)
T
・
f
ソ
ン
ズ
ー-
E
・
A
・
シ
,
K̀
編
、
1
9
5
1
,
T
o
w
a
r
d
a
G
e
n
e
r
a
l
T
h
eo
r
y
of
A
c
tio
n
,
永
井
道
雄
・
作
田
啓
一
・
橋
本
真
共
訳
、
一
九
六
〇
、
『
行
為
の
総
合
理
論
を
め
ざ
し
て
」
、
日
本
評
論
社
、
三
〇
三
～
四
頁
。
(
0　
)
s
・
巳
子
デ
ル
'
1
9
5
7
,
T
h
eo
r
y
of
S
oc
ia
l
S
tr
u
c
tu
r
e
,
斎
藤
吉
雄
訳
、
一
九
七
八
、
『
社
会
構
造
の
理
論
」
、
恒
星
社
厚
生
閣
、
二
八
～
三
六
頁
。
(
　
)
K
il
li
a
n
,
F
.
H
.
,
1
9
4
4
(
1
9
7
0
e
d
it
io
n
)
"
P
a
r
t
y
,
"
F
a
ir
c
h
il
d
,
H
.
P
.
(
e
d
)
,
D
ic
t
i
o
n
a
r
y
o
f
S
o
c
i
o
l
o
g
y
a
n
d
R
e
l
a
te
d
S
c
ie
n
c
e
s
,
L
it
t
e
l
-f
i
e
l
d
,
A
d
a
m
s
&
C
o
°
P
.
2
1
4
.
(
12
)
D
i
m
o
k
,
M
.
,
1
9
5
1
,
F
r
e
e
E
n
t
e
r
p
r
i
s
e
a
n
d
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
v
e
P
r
o
c
e
s
s
,
U
n
i
v
.
o
f
A
l
a
b
a
m
a
P
r
e
s
s
,
筆
谷
稔
、
一
九
六
四
、
「
官
僚
制
社
会
学
序
説
」
、
汐
文
社
、
一
九
三
頁
か
ら
重
引
。
(
M　
)
」
・
A
・
シ
ュ
ム
ペ
表
恚
'
1
9
4
3
.
C
a
p
i
t
a
l
i
s
m
,
S
o
c
i
a
l
i
s
m
a
n
d
D
em
o
cr
a
c
y
,
中
山
伊
知
郎
・
東
畑
精
一
訳
、
一
九
五
一
、
『
資
本
主
義
.
社
会
主
義
・
民
主
主
義
」
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
五
七
四
頁
。
(
14
)
筆
谷
稔
、
一
九
六
六
、
「
官
僚
制
社
会
学
の
展
開
」
、
三
修
社
、
二
七
四
頁
。
(
15
)
_
S
c
h
le
sin
g
e
r
,
T
.
A
.
,
1
9
6
8
,
"
P
o
litic
a
l
P
a
rt
ie
s
,"
S
ills
,
D
.
L
.
(e
d
)
,
I
n
te
r
n
a
tio
n
a
l
E
n
cy
clop
e
d
ia
of
S
o
cia
l
.S
c
ie
n
c
e
s,
,v
ol.
1
1
,
P
.
4
2
8
.
(
16
)
福
沢
諭
吉
、
一
九
五
四
、
『
改
訂
福
翁
自
伝
」
、
岩
波
文
庫
、
一
二
九
～
三
〇
頁
。
(
17
)
田
中
惣
五
郎
、
一
九
五
三
、
「
日
本
の
政
党
』
、
創
元
社
、
三
二
頁
。
な
お
、
わ
が
国
に
お
い
て
政
党
が
成
立
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
見
解
の
五
二
一
致
が
あ
る
わ
け
で
な
い
。
た
と
え
ば
、
政
党
が
政
治
上
重
要
な
役
割
を
占
め
る
に
至
っ
た
画
期
を
一
八
九
八
年
(明
治
三
十
一
年
)
最
初
の
政
党
内
閣
と
称
さ
れ
た
隈
板
内
閣
の
成
立
の
時
朝
に
求
め
、
一
九
〇
〇
年
(明
治
三
十
三
年
)
伊
藤
博
文
の
政
友
会
組
織
の
際
に
求
め
る
こ
と
も
あ
る
(
宥
田
雄
、
一
九
五
六
、
『
近
代
日
本
政
治
構
造
の
研
究
」
、
未
来
社
、
一
三
三
頁
)
、
ま
た
大
正
初
期
の
閥
族
打
破
.
憲
政
擁
護
運
動
の
時
期
と
も
さ
れ
る
(石
田
、
同
右
=
三
二
頁
)
。
(
18
)
居
安
正
、
一
九
七
七
、
「
大
衆
民
主
制
の
日
本
的
展
開
と
政
党
の
派
閥
」
、
『
日
本
の
社
会
」
(西
村
勝
比
古
先
生
退
官
記
念
論
文
集
)、
晃
洋
書
房
、
一
=
八
～
九
頁
。
(19
)
内
田
健
三
、
一
九
六
九
、
「
戦
後
日
本
の
保
守
政
治
-
政
治
記
者
の
証
言
」
、
岩
波
新
書
、
八
三
～
九
二
頁
。
(
20
)
派
閥
と
自
民
党
新
人
議
員
と
の
か
か
わ
り
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
小
渡
三
郎
(五
四
)
・
中
曽
根
派
・
沖
縄
全
県
区
「
本
当
は
無
派
閥
で
い
き
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
中
曽
根
派
か
ら
来
な
い
か
と
誘
わ
れ
ま
し
て
、
加
入
を
決
め
ま
し
た
。
変
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
の
は
い
や
だ
が
、
二
十
年
以
上
も
政
権
を
担
当
し
て
き
た
党
の
こ
と
だ
か
ら
危
険
は
な
い
と
思
う
。
」
平
沼
赴
夫
(
四
〇
)
・
中
川
グ
ル
ー
プ
・
岡
山
一
区
「
人
間
三
人
寄
れ
ば
二
人
と
一
人
に
必
ず
分
か
れ
る
。
志
を
同
じ
く
す
る
者
の
政
策
派
閥
は
あ
っ
て
も
い
い
が
、
い
ま
ま
で
の
よ
う
に
金
が
支
配
す
る
派
閥
は
絶
対
、
解
消
す
べ
き
だ
。
」
近
岡
理
一
郎
(五
四
)
・
未
定
・
山
形
二
区
「
選
挙
に
出
る
と
決
め
た
ら
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か
ら
や
た
ら
誘
い
が
あ
っ
た
。
が
、
誘
い
は
す
べ
て
断
っ
た
。
派
閥
加
入
は
全
く
白
紙
、
慎
重
に
老
え
て
決
断
す
る
。
」
臼
井
日
出
男
(四
一
)
・
三
木
派
・
千
葉
一
区
「
三
木
派
自
体
は
政
策
集
団
だ
と
確
信
し
て
い
る
が
、
全
体
に
派
閥
の
弊
害
が
出
て
き
た
の
は
事
実
。
し
か
し
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
」
柳
沢
伯
夫
(四
四
)
・
無
派
閥
・
静
岡
三
区
「
個
人
的
な
関
係
か
ら
、
大
平
派
と
中
川
グ
ル
ー
プ
に
誘
い
を
受
け
て
い
る
が
、
ど
う
す
る
か
ま
だ
決
め
て
い
な
い
。
政
策
集
団
と
し
て
の
派
閥
は
存
在
価
値
が
あ
る
。
」
浜
田
卓
二
郎
(
三
八
)
・
大
平
派
・
埼
玉
一
区
「
現
状
で
言
う
限
り
、
党
に
公
認
さ
れ
、
派
閥
に
属
さ
な
け
れ
ば
選
挙
は
戦
え
な
い
。
が
、
ヤ
ク
ザ
の
シ
マ
争
い
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
、
な
ん
で
こ
ん
な
に
窮
屈
な
の
か
、
と
思
う
こ
と
も
あ
る
。
L
長
野
祐
也
(四
〇
)
・
中
曽
根
派
・
鹿
児
島
一
区
「派
閥
は
、
人
材
開
発
に
役
立
ち
、
党
全
体
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
生
む
源
泉
。
解
消
は
理
想
だ
が
難
し
い
。
た
だ
、
派
閥
あ
っ
て
党
な
し
と
い
う
状
態
は
論
外
で
す
。
」
古
賀
誠
(
三
九
)
・
大
平
派
・
福
岡
三
区
「
外
で
ガ
ヤ
ガ
ヤ
言
っ
て
る
よ
り
、
中
に
飛
び
込
ん
で
体
験
し
よ
う
と
、
派
閥
加
入
を
決
め
た
。
派
閥
は
な
い
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
し
が
ら
み
っ
て
も
の
が
あ
る
し
ね
。
」
高
村
正
彦
(
三
八
)
・
三
木
派
・
山
口
二
区
「河
本
敏
夫
先
生
に
す
す
め
ら
れ
て
入
っ
た
」
今
枝
敬
雄
(
五
五
)
・
田
中
派
・
愛
知
一
区
「
田
中
派
の
幹
部
ク
ラ
ス
の
先
生
と
の
間
柄
か
ら
加
入
し
た
。
」
太
田
誠
一
(
三
四
)
・
大
平
派
・
福
岡
一
区
「
い
ま
の
派
閥
は
共
済
組
合
み
た
い
な
も
の
で
、
政
治
家
が
入
る
よ
う
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
」
野
上
徹
(四
一
)
.
福
田
派
・
富
山
一
区
「
隊
伍
を
組
ん
で
権
力
の
座
を
ぬ
ら
い
出
す
と
弊
害
に
な
る
が
、
グ
ル
ー
プ
は
必
要
だ
。
」
奥
田
幹
生
(五
二
)
・
大
平
派
・
京
都
一
区
「
田
中
派
の
幹
部
と
個
人
的
に
昔
か
ら
付
き
合
い
が
あ
っ
た
が
、
京
都
は
大
平
派
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
同
派
に
加
入
し
た
。
」
桜
井
新
(
四
七
)
・
無
派
閥
・
新
潟
三
区
「
派
閥
か
ら
の
働
き
か
け
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
し
、
入
る
つ
も
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
」
保
守
系
無
所
属
で
近
く
自
民
党
に
入
党
予
定
の
泰
道
三
八
(
三
五
)
.
千
葉
一
区
「
い
ま
、
五
つ
の
蔽
閥
か
ら
誘
い
を
受
け
て
い
る
が
、
ど
こ
に
す
る
か
、
ま
だ
決
め
て
い
な
い
。
人
問
社
会
で
派
閥
を
な
く
そ
う
と
い
う
の
は
現
実
味
が
な
い
。
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
い
か
ら
、
派
閥
が
増
え
る
の
で
は
。
」
(昭
和
五
十
五
年
六
月
二
十
五
日
付
、
朝
日
新
聞
で
「
自
民
新
人
議
員
に
聞
く
」
と
し
て
衆
院
に
初
当
選
し
た
自
民
党
の
新
人
た
ち
に
、
派
閥
解
消
問
題
を
ど
う
み
て
い
る
の
か
、
ま
た
大
平
の
後
継
者
と
し
て
だ
れ
が
適
当
と
み
て
い
る
の
か
が
問
政
党
に
お
け
る
派
閥
の
存
在
形
態
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
前
者
の
問
い
に
対
す
る
意
見
を
取
り
出
し
た
)
右
の
一
五
人
の
新
人
議
員
の
な
か
で
、
派
閥
解
消
を
積
極
的
に
発
言
し
て
い
る
者
は
い
な
い
。
す
で
に
派
閥
に
属
し
て
い
る
者
は
=
名
で
あ
る
。
新
人
は
各
派
閥
か
ら
勧
誘
を
受
け
る
。
た
と
え
ば
「
中
曽
根
振
か
ら
来
な
い
か
と
誘
わ
れ
ま
し
て
」
、
「
選
挙
に
出
る
と
決
め
た
ら
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か
ら
や
た
ら
誘
い
が
あ
っ
た
」
、
「
大
平
舐
と
中
川
グ
ル
ー
プ
に
誘
い
を
受
け
て
い
る
が
」
、
「
河
本
敏
雄
先
生
に
す
す
め
ら
れ
て
」
、
「
い
ま
、
五
つ
の
派
閥
か
ら
誘
い
を
受
け
て
い
る
が
」
、
な
ど
と
い
っ
た
発
言
に
み
ら
れ
る
。
各
派
閥
は
、
そ
の
勢
力
拡
大
の
た
め
に
新
人
が
立
候
補
す
る
時
か
ら
、
か
れ
を
取
り
こ
も
う
と
す
る
。
新
人
も
、
あ
る
一
人
が
「
現
状
で
言
う
限
り
、
党
に
公
認
さ
れ
、
派
閥
に
属
さ
な
け
れ
ば
選
挙
は
戦
え
な
い
」
と
言
う
よ
う
に
、
派
閥
を
当
選
す
る
た
め
の
手
段
に
す
る
。
な
お
、
具
体
的
な
選
挙
の
過
程
に
つ
い
て
は
G
・
L
・
カ
ー
チ
ス
　
p
'
19
6
9
,
E
le
c
tio
n
C
a
m
p
a
ig
n
in
g
J
a
p
a
n
es
e
S
ty
le
,
山
岡
清
二
訳
、
一
九
七
一
、
「
代
議
士
の
誕
生
-
日
本
式
選
挙
運
動
の
研
究
」
(改
装
新
版
)
、
サ
イ
マ
ル
出
版
会
を
参
照
。
(21
)
「
…
…
主
流
派
と
い
え
ど
も
、
一
つ
の
派
閥
に
一
度
に
割
当
て
ら
れ
る
役
割
の
数
は
せ
い
ぜ
い
三
つ
か
四
つ
。
大
部
分
の
も
の
は
飢
え
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
耐
え
し
の
ば
せ
る
も
の
は
派
閥
の
内
部
序
列
で
あ
る
。
各
派
閥
は
戸
籍
簿
に
も
等
し
い
名
簿
を
も
ち
、
年
功
序
列
型
の
秩
序
に
従
っ
て
順
番
に
役
職
者
を
推
薦
す
る
仕
組
み
」
を
も
っ
て
い
る
(朝
日
新
聞
政
治
部
編
、
一
九
六
八
、
「
政
党
と
派
閥
ー
権
力
の
座
を
め
ぐ
る
人
脈
」
、
朝
日
新
聞
社
、
二
二
一二
頁
)
。
(
2
)
石
田
雄
、
一
九
七
〇
、
『
日
本
の
政
治
文
化
f
同
調
と
競
争
」
、
東
京
大
学
出
版
会
、
八
六
頁
。
(23
)
こ
の
箇
所
は
、
内
田
健
三
、
一
九
六
九
、
前
掲
書
、
五
四
頁
に
負
っ
て
い
る
。
(24
)
M
.
デ
ュ
ベ
ル
ジ
ュ
著
'
19
5
1
,
L
e
P
a
r
tis
P
olitiq
u
es
,
岡
野
加
穂
留
訳
、
一
九
七
〇
、
『
政
党
社
会
学
」
、
潮
出
版
社
、
一
九
四
頁
。
(
N
)
N
a
k
a
n
e
,
C
.,
1
9
7
0
(re
v
is
e
d
e
d
.
1
9
7
3
)
,
J
a
p
a
n
es
e
S
o
cie
ty
,
P
e
n
g
u
in
B
o
o
k
s
L
td
°
℃
°α
S
唱
五
三
社
会
学
部
論
叢
(
26
)
木
田
融
男
、
一
九
七
六
、
「自
由
民
主
党
に
お
け
る
派
閥
と
そ
の
役
割
」
、
『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
」
、
第
一
=
巻
一
号
、
社
会
学
研
究
会
、
一
=
二
～
四
頁
。
(
27
)
朝
日
新
聞
政
治
部
編
、
一
九
六
八
、
前
掲
書
、
二
六
四
～
六
頁
。
(28
)
E
・
0
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
、
自
民
党
が
派
閥
連
合
体
で
す
る
と
い
う
考
え
に
疑
問
を
投
げ
掛
け
て
い
る
。
「
自
民
党
と
は
各
派
閥
の
連
合
体
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
議
論
も
行
な
わ
れ
て
お
り
、
た
し
か
に
実
務
面
で
は
そ
う
に
ち
が
い
な
い
が
、
よ
り
基
本
的
に
は
こ
れ
は
俗
論
で
し
か
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
連
合
政
権
の
場
合
に
は
、
構
成
要
素
と
し
て
の
各
政
党
は
独
自
の
政
治
勢
力
で
あ
る
が
、
自
民
党
の
派
閥
は
、
同
党
の
中
に
あ
っ
て
こ
そ
そ
の
存
在
理
由
を
主
張
し
う
る
の
で
、
そ
れ
以
上
の
存
在
で
は
な
い
。
そ
の
上
に
派
閥
ご
と
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
:
面
で
の
特
異
性
と
な
る
と
、
自
民
党
全
体
よ
り
も
希
薄
で
あ
る
」
(
E
・
0
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
　
'
1
97
7
.
T
h
e
J
a
p
a
n
es
e
,
国
弘
正
雄
訳
、
一
九
七
九
、
「
ザ
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
」
、
文
芸
春
秋
、
二
八
二
頁
)。
し
か
し
、
派
閥
は
政
党
内
に
あ
っ
て
こ
そ
は
じ
め
て
意
昧
を
も
つ
と
い
う
こ
と
は
正
し
い
と
し
て
も
、
自
民
党
の
派
閥
連
合
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
連
合
政
権
と
を
同
じ
レ
グ
ェ
ル
で
比
較
し
て
論
じ
る
こ
と
は
誤
り
だ
ろ
う
。
派
閥
と
政
党
と
は
峻
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
点
、
石
田
雄
は
派
閥
を
小
政
党
と
考
え
、
政
党
を
そ
う
し
た
小
政
党
の
連
合
と
す
る
立
場
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
「派
閥
は
政
策
を
指
向
す
べ
き
も
の
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
こ
と
、
「
派
閥
が
何
ら
公
式
的
な
決
定
過
程
を
制
度
的
に
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
」
、
「
派
閥
は
そ
れ
自
身
と
し
て
存
在
理
由
を
も
つ
と
い
う
よ
り
は
、
政
党
の
中
で
派
閥
所
属
員
の
利
益
を
追
求
す
る
と
い
う
形
で
存
在
し
て
い
る
」
こ
と
、
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
(石
田
雄
、
一
九
七
〇
、
前
掲
書
、
八
六
～
七
頁
)
。
(
29
)
T
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
著
、
19
6
9
,
P
olitics
a
n
d
S
o
cia
l
S
tr
u
c
tu
r
e
,
新
明
正
道
監
訳
、
一
九
七
三
、
『
政
治
と
社
会
構
造
」
(上
)
、
誠
信
書
房
、
三
一
〇
頁
。
五
四
